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■□ 

対 

公
開

⇔

秘
密

■□ 

四 

精
ミ
ツ
機
械
→
密

■□ 

読 

綿
密
→
め
ん
み
つ

■□ 

書 

ハ
イ
ク
→
俳
句

■□ 

類 

役
者
＝
俳
優

■□ 

読 

俳
句
→
は
い
く

■□ 

書 

エ
イ
ガ
→
映
画

■□ 

同 

ウ
ツ
す
→
映
す

■□ 

熟 

映
写
→（
進
行
）型

■□ 

音 

若
草
→
訓
＋
訓

■□ 

書 

ワ
カ
い
→
若
い

■□ 

読 

若
葉
→
わ
か
ば

■□ 

読 

窓
→
ま
ど

■□ 

書 

マ
ド
→
窓

■□ 

音 

窓
口
→
訓
＋
訓

■□ 

同 

シ
カ
イ
→
視
界

■□ 

熟 

視
界
→（
国
旗
）型

■□ 

読 

視
野
→
し
や

■□ 

対 

横
断

⇔

縦
断

■□ 

音 

縦
笛
→
訓
＋
訓

■□ 

熟 

縦
横
→（
強
弱
）型

■□ 

四 

イ
口
同
音
→
異

■□ 

類 

反
対
＝
異
議

■□ 

対 

正
常

⇔

異
常

■□ 

同 

ツ
ト
め
る
→
勤
め
る

■□ 

熟 

勤
務
→（
進
行
）型

■□ 
書 

ツ
ト
め
る
→
勤
め
る

■□ 

送 

タ
レ
ル
→
垂
れ
る

■□ 

対 

水
平

⇔

垂
直

■□ 

書 

タ
れ
る
→
垂
れ
る

■□ 
書 
モ
ケ
イ
→
模
型

■□ 

読 
空
模
様
→
そ
ら
も
よ
う

■□ 

四 

鉄
道
モ
型
→
模

■□ 

類 

広
告
＝
宣
伝

■□ 

四 

平
和
セ
ン
言
→
宣

■□ 

書 

セ
ン
デ
ン
→
宣
伝

■□ 

熟 

帰
郷
→（
消
火
）型

■□ 

読 

郷
里
→
き
ょ
う
り

■□ 

四 

キ
ョ
ウ
土
芸
能
→
郷

■□ 

送 

オ
ギ
ナ
ウ
→
補
う

■□ 

書 

オ
ギ
ナ
う
→
補
う

■□ 

読 

候
補
者
→
こ
う
ほ
し
ゃ

■□ 

熟 

難
易
→（
強
弱
）型

■□ 

対 

容
易

⇔

困
難

■□ 

送 

ム
ズ
カ
シ
イ
→
難
し
い

■□ 

音 

裏
側
→
訓
＋
訓

■□ 

対 

表
側

⇔

裏
側

■□ 

書 

ウ
ラ
ニ
ワ
→
裏
庭

■□ 

熟 

敬
老
→（
消
火
）型

■□ 

書 

ウ
ヤ
マ
う
→
敬
う

■□ 

送 

ウ
ヤ
マ
ウ
→
敬
う

■□ 

熟 

善
意
→（
国
旗
）型

■□ 

対 

悪
意

⇔

善
意

■□ 

書 

ゼ
ン
→
善

■□ 

書 

ソ
ウ
チ
→
装
置

■□ 

読 

軽
装
→
け
い
そ
う

■□ 

同 

カ
イ
ソ
ウ
→
改
装

■□ 

読 

資
源
→
し
げ
ん

■□ 

対 

河
口

⇔

水
源

■□ 

四 

森
林
資
ゲ
ン
→
源

■□ 

熟 

樹
木
→（
進
行
）型

■□ 

読 

樹
氷
→
じ
ゅ
ひ
ょ
う

■□ 

類 

大
木
＝
大
樹

■□ 

熟 

就
職
→（
消
火
）型

■□ 

対 

退
任

⇔

就
任

■□ 

書 

シ
ュ
ウ
シ
ョ
ク
→
就
職

■□ 

読 

定
刻
→
て
い
こ
く

■□ 

送 

キ
ザ
ム
→
刻
む

■□ 

書 

キ
ザ
む
→
刻
む

■□ 

送 

キ
ビ
シ
イ
→
厳
し
い

■□ 

書 

ゲ
ン
キ
ン
→
厳
禁

■□ 

読 

厳
し
い
→
き
び
し
い

■□ 

書 

ド
ク
ソ
ウ
→
独
奏

■□ 

読 

独
奏
→
ど
く
そ
う

■□ 

四 

器
楽
合
ソ
ウ
→
奏

■□ 

読 

奮
起
→
ふ
ん
き

■□ 

書 

コ
ウ
フ
ン
→
興
奮

■□ 

対 

冷
静

⇔

興
奮

■□ 

送 

オ
サ
ナ
イ
→
幼
い

■□ 

書 

オ
サ
ナ
い
→
幼
い

■□ 

読 

幼
い
→
お
さ
な
い

■□ 

送 

ミ
ダ
レ
ル
→
乱
れ
る

■□ 

書 

ミ
ダ
れ
る
→
乱
れ
る

■□ 

対 

整
理

⇔

散
乱

■□ 

音 

役
割
→
音
＋
訓

■□ 

類 

任
務
＝
役
割

■□ 

送 

ワ
レ
ル
→
割
れ
る

■□ 

送 

ハ
ゲ
シ
イ
→
激
し
い

■□ 

書 

ハ
ゲ
し
い
→
激
し
い

■□ 

読 

激
し
い
→
は
げ
し
い

■□ 

類 

方
法
＝
手
段

■□ 

音 

石
段
→
訓
＋
音

■□ 

書 

ダ
ン
ラ
ク
→
段
落

■□ 

類 

進
歩
＝
発
展

■□ 

読 

展
覧
会
→
て
ん
ら
ん
か
い

■□ 

書 

テ
ン
ジ
→
展
示

■□ 

音 

古
傷
→
訓
＋
訓

■□ 

熟 

負
傷
→（
消
火
）型

■□ 

読 

傷
→
き
ず

■□ 

書 

ノ
ゾ
く
→
除
く

■□ 

熟 

除
去
→（
進
行
）型

■□ 

熟 

除
草
→（
消
火
）型

■□ 

読 

頂
→
い
た
だ
き

■□ 

書 

チ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
→
頂
上

■□ 

熟 

登
頂
→（
消
火
）型

■□ 

熟 

閉
館
→（
消
火
）型

■□ 

送 

ト
ジ
ル
→
閉
じ
る

■□ 

読 

閉
め
る
→
し
め
る

■□ 

熟 

延
期
→（
消
火
）型

■□ 

読 

延
び
る
→
の
び
る

■□ 

書 

エ
ン
チ
ョ
ウ
→
延
長

■□ 

書 

コ
マ
る
→
困
る

■□ 

熟 

困
苦
→（
進
行
）型

■□ 

対 

容
易

⇔

困
難

■□ 

送 

ソ
マ
ル
→
染
ま
る

■□ 

読 

染
め
る
→
そ
め
る

■□ 

書 

ソ
ま
る
→
染
ま
る

■□ 

音 

首
筋
→
訓
＋
訓

■□ 

書 

キ
ン
ニ
ク
→
筋
肉

■□ 

読 

筋
力
→
き
ん
り
ょ
く

※「漢字検定」「漢検」は、公益財団法人 日本漢字能力検定協会の登録商標です。読 漢字の読み 書 漢字の書き取り 類 類義語 同 同音・同訓異字 部 部首・部首名 熟 熟語の構成 音 音と訓送 送り仮名四 四字熟語 対 対義語

表の見方

1

郷
■□ 

熟 

帰
郷
→（
消
火
）型

■□ 

読 

郷
里
→
き
ょ
う
り

■□ 

四 

キ
ョ
ウ
土
芸
能
→
郷

89.2%

試
験
を
分
析
し
、
こ
の
級
で
よ
く
出
る
漢
字
ベ

ス
ト
40
を
ま
と
め
ま
し
た
。
実
際
に
出
題
さ
れ

た
問
題
も
わ
か
る
の
で
、
解
答
と
セ
ッ
ト
に
し

て
ま
と
め
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

頻
出
漢
字
学
習
ポ
ス
タ
ー

5

頻出漢字

過去10年間の出題率

チェックボックス
覚えた問題はチェックをつけよう。

出題形式
出題される試験分野です。アイコン
の見方は表の左下にあります。

よく出る問題
試験で実際に出題された問題です。
右からよく出る順に並べています。

問題の答え

3334

151617

35

18

36

19

37

20

38

12345

21

39

22

40

23

9 6

24

10 7

2529

11 8

26272830

12

31

13

32

14

出題形式アイコンの見方 高橋書店

ま
ち
が
い
多
発

対
比
し
て
覚
え
れ
ば
忘
れ
な
い
！

VS警敬
　

敬
の
部
首
は
攵
（
の
ぶ
ん
）
だ
が
、
敬

に
言
を
加
え
た
警
の
部
首
は
言
（
げ
ん
）。

　

警
に
は
、
さ
と
す
・
注
意
す
る
と
い
う

字
義
が
あ
り
、
言
葉
に
関
連
し
て
い
る
。

　

部
首
は
意
味
が
優
先
す
る
。
漢
字
の
形

に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
漢
字
の
意
味
に
近
い

部
首
を
選
ぼ
う
。

VS敬尊
　

尊
敬
は
、
似
た
意
味
の
漢
字
か
ら
構
成

さ
れ
る
熟
語
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
訓
読
み
す

る
と
尊
ぶ
「
と
う
と
・
ぶ
」（
→
価
値
を

認
め
て
大
切
に
す
る
）、
敬
う
「
う
や
ま
・

う
」（
→
上
位
の
も
の
と
し
て
礼
を
つ
く

す
）。
と
も
に
う
や
う
や
し
さ
を
示
す
。

VS拾捨
　
「
す
・
て
る
」
は
捨
て
る
、「
ひ
ろ
・
う
」

は
拾
う
。

　

取
捨
「
し
ゅ
し
ゃ
」（
→
必
要
な
も
の
を

選
ん
で
不
要
な
も
の
を
捨
て
る
こ
と
）、
拾

得
「
し
ゅ
う
と
く
」（
→
落
と
し
物
を
拾
う

こ
と
）
な
ど
が
出
題
さ
れ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の
パ
ー
ツ
に
着
目
し

て
、《
土
》
に
捨
て
る
、《
一
》
つ
拾
う
と

覚
え
よ
う
。

VS千干
　

干
す
「
ほ
・
す
」
は
、
千
と
書
き
ま
ち

が
え
や
す
い
。

　

干
の
筆
順
は
、
一
画
目
を
左
か
ら
右
に

水
平
に
書
く
。

　

千
は
、
一
画
目
を
右
か
ら
左
下
へ
な
な

め
に
書
く
。

部首のまちがい！ 読みまちがい！ 書きまちがい！ 書きまちがい！


